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☆彡 『自然に あかるく あいさつ週間』 == Uraga Greeting Week！== 

～ 気持ちのよい挨拶で、浦賀の町を繋ぎたい！！～ 

 ９月2８日(月)、第４回浦賀小学校運営協議会を 

開催いたしました。子ども達が決めたスローガンに 

ある「挨拶」という言葉に焦点を絞って話し合い、 

児童、保護者、地域、教職員が、それぞれのできる 

形で、児童の考えた「気持ちのよい挨拶」を盛り上 

げていくことが確認されました。教職員で話し合い 

『自然にあかるくあいさつ週間（Uraga Greeting 

Week！）』というアイデアが誕生しました。そこで、ハロー・プロジェクト第１弾！！と

して、10月17日（月）～21日(金)の 1 週間、校内で挨拶運動を先行実施しました。 

                大人から子ども達へ届ける「気持ちのよい挨拶」は、 

               心のプレゼントだと私たちは考えています。「浦賀小学校 

               の子ども達に、自ら挨拶ができる大人になってほしい。」 

               という願いを込めています。また、学校と児童を支えてく 

               れている地域の皆様との“顔の見える連携”は、浦賀の町 

               の防犯にも、必ず繋がっていくと期待しています。 

================================================================================== 

「挨拶したいけど、してもいいのかな？」、「誰に挨拶したらいいのか、わからないよ！」 

================================================================================== 

 では、どうしたら「気持ちのよい挨拶」を、浦賀の町に広げていけるのか？ハロー・プロ

ジェクトについて、一つ一つ課題を解決しながら浦賀小学校を支える皆さんと一緒に考えて

いきませんか！児童、保護者、地域の皆様のアイデアを生かして、第2弾、第 3弾のハロ

ー・プロジェクトも実施いたします。ご理解とご協力、どうぞ宜しくお願いします。 

☆彡 たんぽぽ花壇 浦賀駅前の花壇の名称決定♪♪♪  

 浦賀駅側のコインパーキングの近くにある、浦賀小学校の小さな三角地帯の花壇の名前が

決まりました。実際にお花係が活動している特別支援学級の子ども達に決めてもらいまし

た。その名も、『たんぽぽ花壇』です。もちろん、たんぽぽしか植えない花壇ということで

                                  浦賀小学校運営協議会だより vol.３ 

                                           ～ こども達の ゆたかな 未来のために ～  

 

 

 

浦賀小 

  応援隊  浦賀小学校 校長  高野 博一 

運営協議会委員長 矢島  博 

裏面へ続きます 

家庭数配布 



 

＜グリーン・プロジェクト、メンバー募集＞ 
① お花の苗や種等を寄付していただける方も募集しています。 

② 無理なく一緒に活動できる、お花に興味関心があるメンバーを募集します。 

  （お花のお世話と水やり、二ヵ月に一度の作戦会議が主な活動内容です。） 

③ 強制ではありません。あくまでも好きな方が集まるボランティア活動です。 

 

はありません。浦賀小学校の特別支援学級の愛称から 

花壇の名前を付けました。浦賀小学校のシンボルツリ 

ーとして植えたミモザと共に、子ども達も大きく健や 

かに成長してほしいと思っています。 

 地域と浦賀小学校の架け橋である「たんぽぽ花壇」 

は「浦賀小  応援隊」のグリーン・プロジェクトで 

整備しています。先日は、チューリップの球根とムスカリを、たんぽぽ学級の児童と一緒に

プランターに植えました。来春の卒業式・入学式をお花でお祝いする計画です。お花好きな

保護者の皆様、地域の皆様、よかったら一緒に活動しませんか？ご連絡お待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

～ 運営協議会委員長の思い ～ 

  私は高等学校の教員をしていました。生徒は、各教科の学習で知識を深めていくわけですが、

体育祭や文化祭などの学校行事や部活動での達成感が、人間的な成長に欠かせないものだと感じ

ていました。ある高校ではボランティア活動に力を入れ、生徒は学校を飛び出し、地域の人たち

と協力してレジ袋の廃止運動や公園の清掃活動を行うことにより、たくましく成長する姿を見せ

てくれました。小学生も同じように成長するのでしょう。 

 退職し町内会の役員をして痛感したことは、浦賀の少子高齢化の現実です。子どもや若者との

関りが少ない町は活気がありません。でも、嘆いているばかりではいられません。少ない子ども

達だからこそ、貴重な存在です。将来を担う子ども達が浦賀を好きになり、心豊かに育つため

に、子ども達と地域の関りをより深めなければなりません。 

 学校運営委員会の委員になって感じます。小学校の先生方や子ども達との関りを多く持つこと

の楽しさ、学校に頼まれたから行動、協力するのではなく、保護者として地域の住民として、何

を望むのか、何ができるのかを皆で話し合い、無理をせず、できることから実践していくことの

大切さです。何かをやってみる、そこが出発点です。 

 「たんぽぽ花壇」はそんな風に出発しました。動き出そうとしている「挨拶運動」が、子ども 

達の中から出たアイデアというのも頼もしく感じます。 

                       浦賀小学校運営協議会委員長 矢島 博 

【問合せ先】 
  代表電話 046-841-0028（教頭：柿﨑） 
  メール  admini@uraga-e.yknet.ed.jp 

ホームページ 校長室より よくわかる！浦賀小 
学びあう 心ゆたかな じょうぶな子 

浦小スタイル！ みんなで元気！ 

 
※ 学校ホームページもご覧ください。 


